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(57)【要約】
【課題】２つの液晶パネルを用いて画像を表示する表示
装置を制御して、より正確に、パネル温度の変化に応じ
た画像の表示輝度の変化を補正することのできる制御装
置を提供する。
【解決手段】本発明に係る、重なりあう第１パネルと第
２パネルによって入力信号に応じた画像を表示する表示
装置を制御する制御装置は、入力信号の階調値を取得す
る階調検出手段と、パネル温度を検出する温度検出手段
と、入力信号を第１パネルへ出力する信号と第２パネル
へ出力する信号とに分配する分配手段と、第１パネルと
第２パネルとのうち入力信号の階調値の変化に応じた透
過率変化が大きいメインパネルを判定する判定手段と、
基準温度からのパネル温度変化に応じた画像の表示輝度
の変化に対する補正をメインパネルに出力する信号に対
して行い、それ以外の信号に対しては補正は行わない補
正手段とを有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　重なりあう第１パネルと第２パネルとによって入力信号に応じた画像を表示する表示装
置を制御する制御装置であって、
　前記入力信号の階調値を取得する階調検出手段と、
　パネル温度を検出する温度検出手段と、
　前記入力信号を、前記第１パネルへ出力する信号と前記第２パネルへ出力する信号とに
分配する分配手段と、
　前記第１パネルと前記第２パネルとのうち前記入力信号の階調値の変化に応じた透過率
変化が大きいメインパネルを判定する判定手段と、
　基準温度からのパネル温度変化に応じた前記画像の表示輝度の変化に対する補正を前記
メインパネルに出力する信号に対して行い、それ以外の信号に対しては前記補正は行わな
い補正手段と、
を有する、
　ことを特徴とする制御装置。
【請求項２】
　前記入力信号の階調値は、前記入力信号を分割した複数の領域それぞれの階調値であり
、
　前記判定手段は、前記領域ごとに前記メインパネルの判定を行い、
　前記補正手段は、前記メインパネルに出力する信号の前記領域ごとに前記補正を行う、
　ことを特徴とする請求項１に記載の制御装置。
【請求項３】
　前記入力信号の階調値は、前記入力信号が有する画素それぞれの階調値であり、
　前記判定手段は、前記画素ごとに前記メインパネルの判定を行い、
　前記補正手段は、前記メインパネルに出力する信号の前記画素ごとに前記補正を行う、
　ことを特徴とする請求項１に記載の制御装置。
【請求項４】
　前記判定手段は、
　前記第１パネルの方が前記第２パネルよりも透過率の変化が大きい前記入力信号がとり
得る階調値の範囲である第１範囲と、前記第２パネルの方が前記第１パネルよりも透過率
の変化が大きい前記入力信号がとり得る階調値の範囲である第２範囲とを決定し、
　前記入力信号の階調値が、
　　前記第１範囲に含まれる場合には、前記第１パネルが前記メインパネルであると判定
し、
　　前記第２範囲に含まれる場合には、前記第２パネルが前記メインパネルであると判定
する、
　ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の制御装置。
【請求項５】
　前記第１範囲と前記第２範囲とのそれぞれに応じた、パネル温度に対応する分光スペク
トルの強度を示す検量線を記憶する記憶手段をさらに有し、
　前記補正手段は、前記第１範囲と前記第２範囲とのうち前記入力信号の階調値が含まれ
る範囲に応じた前記検量線を用いて、前記メインパネルに出力する信号に対する補正をす
る、
　ことを特徴とする請求項４に記載の制御装置。
【請求項６】
　前記画像の分光スペクトルを測定する測定手段を有し、
　前記測定手段は、入力信号の階調値が前記第１範囲である場合と入力信号の階調値が前
記第２範囲である場合とのそれぞれにおいて、
　　前記温度検出手段が第１温度を検出した時点で、第１分光スペクトルを測定し、
　　前記温度検出手段が前記第１温度とは異なる第２温度を検出した時点で、第２分光ス



(3) JP 2019-207317 A 2019.12.5

10

20

30

40

50

ペクトルを測定し、
　前記補正手段は、前記第１温度と前記第１分光スペクトルとの対応と、前記第２温度と
前記第２分光スペクトルとの対応とから前記検量線を生成する、
　ことを特徴とする請求項５に記載の制御装置。
【請求項７】
　前記画像の分光スペクトルを測定する測定手段を有し、
　前記判定手段は、前記入力信号がとり得る複数の階調値それぞれにおける、環境温度の
変化に応じた前記分光スペクトルの強度の変化に基づいて、前記第１範囲と前記第２範囲
とを決定する、
　ことを特徴とする請求項４から６のいずれか１項に記載の制御装置。
【請求項８】
　前記判定手段は、前記入力信号がとり得る複数の階調値それぞれにおける、前記環境温
度の変化に応じた前記分光スペクトルの三刺激値のＺの強度の変化に基づいて、前記第１
範囲と前記第２範囲とを決定する、
　ことを特徴とする請求項７に記載の制御装置。
【請求項９】
　パネル温度が前記基準温度である状態での、前記入力信号がとり得る複数の階調値それ
ぞれに対する第１パネルの透過率と前記複数の階調値それぞれに対する前記第２パネルの
透過率とを示す階調特性情報を有する記憶手段を有し、
　前記判定手段は、前記階調特性情報に応じて前記第１範囲と前記第２範囲とを決定する
、
　ことを特徴とする請求項４から６のいずれか１項に記載の制御装置。
【請求項１０】
　前記入力信号の階調値の変化に応じた、前記第１パネルの透過率変化と前記第２パネル
の透過率変化との差が閾値以内である場合には、
　前記補正手段は、前記メインパネルに出力する信号に対して補正をせずに、前記入力信
号に対して第２補正を行う、
　ことを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載の制御装置。
【請求項１１】
　前記補正手段は、
　パネル温度が前記基準温度である状態での前記入力信号の階調値に対応する前記表示装
置の第１透過率に対する、前記温度検出手段が検出したパネル温度での前記入力信号の階
調値に対応する前記表示装置の第２透過率から前記第１透過率を減算した値の比率に応じ
て、前記入力信号に対して前記第２補正を行う、
　ことを特徴とする請求項１０に記載の制御装置。
【請求項１２】
　前記第１透過率および前記第２透過率は、前記第１パネルの透過率と前記第２パネルの
透過率との積である、
　ことを特徴とする請求項１１に記載の制御装置。
【請求項１３】
　前記基準温度と前記基準温度よりも高い第１温度と前記基準温度よりも低い第２温度と
の３つのパネル温度での、前記入力信号がとり得る複数の階調値それぞれに対応する前記
第１パネルの透過率と前記第２パネルの透過率を示す温度特性情報を有する記憶手段を有
し、
　前記補正手段は、前記温度特性情報に基づいて前記第１透過率と前記第２透過率を決定
する、
　ことを特徴とする請求項１１または請求項１２に記載の制御装置。
【請求項１４】
　請求項１から１３のいずれか１項に記載の制御装置と、
　重なりあう第１パネルと第２パネルと、
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　光を照射する光源手段と、
を有する、
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項１５】
　重なりあう第１パネルと第２パネルとによって入力信号に応じた画像を表示する表示装
置の制御方法であって、
　前記入力信号の階調値を取得する階調検出工程と、
　パネル温度を検出する温度検出工程と、
　前記入力信号を、前記第１パネルへ出力する信号と前記第２パネルへ出力する信号とに
分配する分配工程と、
　前記第１パネルと前記第２パネルとのうち前記入力信号の階調値の変化に応じた透過率
変化が大きいメインパネルを判定する判定工程と、
　基準温度からのパネル温度変化に応じた前記画像の表示輝度の変化に対する補正を前記
メインパネルに出力する信号に対して行い、それ以外の信号に対しては前記補正は行わな
い補正工程と、
を有する、
　ことを特徴とする表示装置の制御方法。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の制御方法の各工程をコンピュータに実行させるためのプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、制御装置、表示装置、表示装置の制御方法、プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、表示装置に対して、表示画像の明部から暗部の濃淡変化（階調）の正確な表現が
望まれている。そのため、液晶パネルの階調を増加させる仕組みとして、フロント側液晶
パネル（ＦＰ）とリア側液晶パネル（ＲＰ）の２枚の液晶パネルを重ねて使用する表示装
置がある。以降、２枚の液晶パネルを備えた表示装置を二重液晶表示装置と呼ぶ。
【０００３】
　一般に、液晶パネルはパネル温度変化に応じて透過率が変化するため、パネル温度によ
って表示する画像の輝度・色が変化してしまう。特に、二重液晶表示装置では、液晶パネ
ル２枚分の輝度・色の変化があり、通常の１枚の液晶パネルによって画像を表示する表示
装置に比べてその変化が大きくなる。
【０００４】
　例えば、１枚の液晶パネルに対するパネル温度変化に応じた表示画像の表示輝度や色の
補正方法として、特許文献１がある。特許文献１においては、１枚の液晶パネルの表示装
置ではパネル温度変化と表示輝度変化に線形相関がみられることから、パネル温度変化に
よる液晶パネル透過率の変化を、バックライトの発光強度を補正することによって補う技
術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第４６１２４５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　これに対して、二重液晶表示装置では、二重液晶表示装置に入力された信号（入力信号
）をさらに分配したものが各液晶パネルに入力されるため、各液晶パネルに入力される信
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号の階調値はそれぞれ大きく異なる場合がある。さらには、２枚の液晶パネルそれぞれの
、パネル温度変化に応じた液晶パネル透過率の変化量が異なる場合がある。従って、１枚
の液晶パネルの表示装置ではパネル温度変化と表示輝度変化に線形相関がみられるが、二
重液晶表示装置では上述のような場合には、パネル温度変化と表示輝度変化の相関に線形
性が悪い。そのため、上述の場合を考慮していない特許文献１の技術を用いても、正確に
二重液晶表示装置の表示画像の補正をすることができない。つまり、従来は、パネル温度
の変化による二重液晶表示装置の表示画像の表示輝度を、正確に補正することができなか
った。
【０００７】
　そこで本発明は、２つの液晶パネルを用いて画像を表示する表示装置を制御する制御装
置であって、より正確に、パネル温度の変化に応じた画像の表示輝度の変化を補正するこ
とのできる制御装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１の態様は、
　重なりあう第１パネルと第２パネルとによって入力信号に応じた画像を表示する表示装
置を制御する制御装置であって、
　前記入力信号の階調値を取得する階調検出手段と、
　パネル温度を検出する温度検出手段と、
　前記入力信号を、前記第１パネルへ出力する信号と前記第２パネルへ出力する信号とに
分配する分配手段と、
　前記第１パネルと前記第２パネルとのうち前記入力信号の階調値の変化に応じた透過率
変化が大きいメインパネルを判定する判定手段と、
　基準温度からのパネル温度変化に応じた前記画像の表示輝度の変化に対する補正を前記
メインパネルに出力する信号に対して行い、それ以外の信号に対しては前記補正は行わな
い補正手段と、
を有する、
　ことを特徴とする制御装置である。
【０００９】
　本発明の第２の態様は、
　重なりあう第１パネルと第２パネルとによって入力信号に応じた画像を表示する表示装
置の制御方法であって、
　前記入力信号の階調値を取得する階調検出工程と、
　パネル温度を検出する温度検出工程と、
　前記入力信号を、前記第１パネルへ出力する信号と前記第２パネルへ出力する信号とに
分配する分配工程と、
　前記第１パネルと前記第２パネルとのうち前記入力信号の階調値の変化に応じた透過率
変化が大きいメインパネルを判定する判定工程と、
　基準温度からのパネル温度変化に応じた前記画像の表示輝度の変化に対する補正を前記
メインパネルに出力する信号に対して行い、それ以外の信号に対しては前記補正は行わな
い補正工程と、
を有する、
　ことを特徴とする表示装置の制御方法である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、２つの液晶パネルを用いて画像を表示する表示装置を制御する制御装
置によって、より正確に、パネル温度の変化に応じた画像の表示輝度の変化を補正するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
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【図１】実施形態１に係る表示装置の構成図。
【図２】実施形態１に係る表示部の外観図。
【図３】実施形態１に係る信号制御部の内部構成図。
【図４】実施形態１に係る基準温度における入力階調と透過率との関係を示すグラフ。
【図５】実施形態１に係る信号の補正のフローチャート。
【図６】実施形態１に係るパネル温度に対する分光スペクトル強度を示す検量線。
【図７】実施形態１に係る信号の補正量を説明する図。
【図８】実施形態１に係る初期調整時のフローチャート。
【図９】実施形態１に係る環境温度と分光スペクトルの強度の関係を示す図。
【図１０】変形例２に係る経年劣化による表示輝度変化を補正するための検量線。
【図１１】実施形態２に係るＦＰとＲＰの階調－透過率特性が近い範囲を示す図。
【図１２】実施形態２に係る信号制御部の内部構成図。
【図１３】実施形態２に係る信号の補正のフローチャート。
【図１４】実施形態２に係る温度特性情報を示す図。
【図１５】実施形態２に係る初期調整時のフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して、本発明の例示的な実施形態について詳細に説明する。なお、本
発明の技術的範囲は特許請求の範囲によって確定されるものであって、以下の個別の実施
形態によって限定されるわけではない。また、実施形態の中で説明されている特徴の組み
合わせ全てが、本発明に必須とは限らない。
【００１３】
＜実施形態１＞
　以下、本発明の実施形態１に係る二重液晶パネル（２枚の液晶パネル）を有する表示装
置１０について説明する。実施形態１では、入力信号の階調値（入力階調）に応じて、補
正に使用する検量線を分けることで、パネル温度変化によって変化した表示画像の表示輝
度や色を補正する表示装置を説明する。
【００１４】
［表示装置の構成］
　図１は、実施形態１に係る表示装置１０の構成図である。表示装置１０は、プロセッサ
１０１、メモリ部１０２、バスライン１０３、入力インターフェース（Ｉ／Ｆ）１０４、
ディスプレイインターフェース（Ｉ／Ｆ）１０５、設定部１０６、表示部１１０、信号制
御部１２０、測定部１３０、光源部１４０を備える。また、表示装置１０は、表示する画
像の信号である入力信号（画像信号）を出力する画像出力装置２００と接続している。な
お、本実施形態では、入力信号から分配される信号を補正するため、表示部１１０は必須
の構成ではない。従って、必ずしも、表示装置が入力信号から分配される信号を補正する
必要はなく、表示部１１０（表示装置）を制御するための制御装置が分配される信号を補
正することでも本実施形態と同じ効果を得ることができる。
【００１５】
　プロセッサ１０１は、メモリ部１０２から読み出したプログラムに基づいて、バスライ
ン１０３を通じて、各機能部の動作を制御するプロセッシングユニットである。プロセッ
サ１０１は、Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ（ＣＰＵ）や、Ｍｉｃｒ
ｏ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ（ＭＰＵ）などであるが、種類は問わない。
【００１６】
　メモリ部１０２は、不揮発性の記憶媒体（記録媒体）であり、プロセッサ１０１が各機
能部の制御に用いるプログラムなどが記憶されている記憶手段である。メモリ部１０２は
、表示画像の表示輝度や色を補正するための検量線（一次式）を含む補正情報（階調補正
情報）などを記憶している。
【００１７】
　バスライン１０３は、プロセッサ１０１、メモリ部１０２、入力インターフェース１０
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４、およびディスプレイインターフェース１０５、設定部１０６、信号制御部１２０、測
定部１３０、光源部１４０の間を接続する共通配線である。
【００１８】
　入力インターフェース（Ｉ／Ｆ）１０４は、表示装置１０と画像出力装置２００を接続
する入力端子である。入力インターフェース１０４は、Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｓｕａｌ　
Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ（ＤＶＩ）やＨＤＭＩ（登録商標；Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ
　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）などである。なお、表示装置１０の内部
に複数の種類の入力インターフェース１０４が設けられていてもよい。入力インターフェ
ース１０４は、画像出力装置２００と接続し、画像出力装置２００から出力された入力画
像を取得する。
【００１９】
　ディスプレイインターフェース（Ｉ／Ｆ）１０５は、表示部１１０と接続されるインタ
ーフェースであり、信号制御部１２０が入力信号を分配および補正した信号を表示部１１
０に出力する。
【００２０】
　設定部１０６には、表示装置１０の工場出荷時などの初期調整のための設定値がユーザ
から入力される。例えば、測定部１３０が表示画像の分光スペクトルを測定する際の環境
温度や表示画像の表示輝度、光源部１４０の輝度などが入力（設定）される。なお、入力
された情報は、測定条件情報としてメモリ部１０２に記憶される。
【００２１】
　表示部１１０は、二重液晶パネルであり、ディスプレイインターフェース１０５から入
力された信号に基づき、表示画像の各画素のＲＧＢの階調値に対応するような電圧を各液
晶素子に印加して、複数の液晶素子の透過率を個別に制御する。そして、光源部１４０か
ら液晶パネルに照射された光の一部が、液晶パネルで透過され、液晶パネルの画面上に画
像が表示される。なお、本実施形態では、表示部１１０は２枚の液晶パネルで構成される
ため、表示部１１０には２つの液晶パネルそれぞれに信号が入力されるものとする。表示
部１１０については、後述にて詳細に説明する。
【００２２】
　信号制御部１２０は、入力信号を各液晶パネルへ入力する信号に分配し、分配した信号
をパネル温度変化などに応じて補正する。信号制御部１２０については、後述にて詳細に
説明する。
【００２３】
　測定部１３０は、表示部１１０に表示された画像（表示画像）の表示輝度や色を測定す
る測定器である。表示画像の表示輝度や色が測定できるのであれば、輝度計、輝度センサ
であってもよい。また、分光スペクトル測定ができる輝度計を用いると、２枚の液晶パネ
ルの特性差を把握しやすいため、本実施形態では分光スペクトルの測定が可能なものとし
て測定部１３０を説明する。測定部１３０は、例えば、三刺激値（Ｘ，Ｙ，Ｚ）や、輝度
・色度（Ｌｖ，Ｘ，Ｙ）などの分光スペクトルを測定結果として得る。分光スペクトルの
測定範囲は、光源部１４０の発光波長範囲や、液晶パネルカラーフィルターのフィルター
波長範囲、光学シートの透過範囲をカバーするように、紫外・可視領域とすればよい。な
お、本実施形態では、測定部１３０は、表示部１１０において画像が表示される前側（フ
ロント側）に設置されるものとする。
【００２４】
　光源部１４０は、発光ダイオード（ＬＥＤ：Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄ
ｅ）や冷陰極管（ＣＣＦＬ：Ｃｏｌｄ　Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　Ｌａ
ｍｐ）、エレクトロルミネッセンス素子（ＥＬ：Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎ
ｃｅ）などから構成される光源を有する。光源部１４０は、表示部１１０の背面側（リア
側）に向けて光を照射する発光体である。光源部１４０は、直下型、エッジライト型、平
面光源型など様々な形状があるが、表示部１１０に光を照射できる機能を備えたものであ
れば、構成は問わない。なお、本実施形態では、信号制御部１２０により、光源部１４０
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の輝度（発光量）が変更（制御）されるものとする。
【００２５】
　画像出力装置２００は、カメラなどの撮像装置や、Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅ
ｒ（ＰＣ）など、入力信号（画像信号）を表示装置１０に出力する任意の機器である。ま
た、表示装置１０は、例えば、メモリ部１０２や内部に備えたハードディスクなどの記憶
媒体から、入力信号を取得することも可能であるため、画像出力装置２００は本実施形態
において必須の機能部ではない。また、本実施形態における入力信号は、入力信号の赤色
成分であるＲ信号、緑色成分であるＧ信号、青色成分であるＢ信号から構成され、それぞ
れ１０ビット（階調値＝０～１０２３）の値で表されるものとする。なお、以下では、階
調値が０の場合を０％、階調値が１０２３の場合を１００％として、階調値を表現する。
【００２６】
［表示部について］
　以下では、図２を用いて、表示部１１０の内部構成を詳細に説明する。表示部１１０は
、二重液晶ディスプレイであり、信号制御部１２０が分配および補正した信号が入力され
る。そして、表示部１１０は、入力される信号に基づいて画像を表示する。表示部１１０
は、図２に示すように、フロント側液晶パネル（ＦＰ）１１１とリア側液晶パネル（ＲＰ
）１１２と光学シート類１１３とから構成される。
【００２７】
　ＦＰ１１１とＲＰ１１２は、互いに重なりあっており、液晶材で透過光の光量を制御で
きる透過機能を有し、光源部１４０から照射される光の透過量を変更できる透過パネルで
ある。液晶材を用いた透過パネルには、アクティブマトリクス法のような駆動方法や、Ｉ
ＰＳ（Ｉｎ－Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）方式のような駆動方式など様々な構成が
ある。ただし、ＦＰ１１１とＲＰ１１２は、光源部１４０から照射される光量の透過量を
変更できる機能を備えたものであれば、構成は問わない。また、光源部１４０から照射さ
れた光は、ＲＰ１１２を透過した後、ＦＰ１１１を透過するものとする。
【００２８】
　本実施形態では、ＦＰ１１１とＲＰ１１２は、信号制御部１２０から入力される信号に
応じた透過率にされるものする。具体的には、例えば、１０ビット（０～１０２３）で表
される液晶作動信号が液晶素子に入力されることにより、ＦＰ１１１とＲＰ１１２の液晶
素子の透過率は変化する。ここで、ＦＰ１１１とＲＰ１１２は、所定の階調特性カーブ（
ガンマカーブ）に従って、液晶作動信号に対応する液晶透過率Ｔ％（Ｔは０～１００の範
囲である）に制御される。ガンマカーブは、液晶作動信号の階調値と透過率との対応関係
を表すカーブ（関数）であり、所定のガンマカーブは、例えば、理想値ガンマ値＝２．２
のガンマカーブがある。液晶素子の透過率がＴ％に制御された場合、液晶素子に照射され
た光のＴ％の光が液晶素子を透過する。また、二重液晶パネルの場合は、入力信号が分配
され、これがＲＰ１１２、ＦＰ１１１それぞれの透過率に変換される。なお、ＦＰ１１１
とＲＰ１１２とから構成される二重液晶素子の透過率制御方法は上述の方法に限定されず
、任意の周知技術が適用可能である。
【００２９】
　また、液晶パネルとして、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）の光の透過率を画素毎
に制御可能な液晶素子のうち少なくとも１つ有しているカラー液晶パネル（カラーフィル
ター（ＣＦ）付き）や、ＣＦのない白黒液晶パネルなどがある。上述のいずれの液晶パネ
ルをＦＰ１１１としてもよいしＲＰ１１２としてもよいが、ＲＰ１１２に白黒液晶パネル
を用いて、ＦＰ１１１にカラー液晶パネルを用いた場合が好ましいため、本実施形態では
この場合について説明する。
【００３０】
　光学シート類１１３は、光源部１４０からの光を集光・拡散する。つまり、光源部１４
０から照射された光は、光学シート類１１３を介して、ＲＰ１１２に照射される。そして
、この光がＲＰ１１２において透過され、ＦＰ１１１においてさらに透過されることで、
画像が表示される。
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【００３１】
［信号制御部について］
　以下にて、信号制御部１２０について、詳細に説明する。図３は、実施形態１に係る信
号制御部１２０の内部構成図である。信号制御部１２０は、階調検出部１２１、判定部１
２２、分配部１２３、温度検出部１２４、補正部１２５を備える。各機能部における処理
は、プロセッサ１０１がメモリ部１０２から読み出したプログラムに基づいて各機能部を
制御することで実行される。
【００３２】
　信号制御部１２０は、２枚の液晶パネルのうち、入力信号の階調値(入力階調）の変化
に応じた透過率の変化が大きい液晶パネル（メインパネルと呼ぶ）を判定（選択）して、
当該液晶パネルに入力される信号の階調値のみを補正する。なお、以下の信号制御部１２
０の各機能部の説明では、基準温度（２３℃）において、図４が示すような入力階調に対
する透過率（階調特性情報）をＦＰ１１１、ＲＰ１１２が有している例とする。つまり、
以下の各機能部の説明では、入力階調が０～２５％までは、ＲＰ１１２がメインパネルで
あり、入力階調が２５～１００％まではＦＰ１１１がメインパネルである。ここで、入力
階調＝１００％は、入力信号がとり得る階調値の最大値を示す。つまり、入力階調＝０～
１００％の範囲は、入力信号がとり得る階調値の範囲である。なお、基準温度とは、補正
をすることなく、入力信号が有する情報どおりの表示輝度や色で画像を表示装置１０が表
示することができるパネル温度であり、本実施形態では２３℃とするが、これに限らず任
意に決定可能である。
【００３３】
　階調検出部１２１は、画像出力装置２００から取得した入力信号の各画素の階調値を検
出する。なお、階調検出部１２１は、各画素の階調値ではなく、入力信号の全体領域を複
数のブロック（領域）に分割して、各ブロックにおける平均階調値や階調値の中央値を検
出してもよいし、入力信号の全ての画素の階調値の平均値や中央値を検出してもよい。検
出された階調値は入力階調として判定部１２２に出力される。
【００３４】
　判定部１２２は、２つ液晶パネルからメインパネルを判定（選択）する。例えば、判定
部１２２は、入力階調＝３０％であれば、図４の示す各液晶パネルの透過率の変化から、
ＦＰ１１１がメインパネルであると判定する。本実施形態では、メモリ部１０２にＦＰ１
１１がメインパネルである階調値の範囲（ＦＰ範囲とよぶ）と、ＲＰ１１２がメインパネ
ルである階調値の範囲（ＲＰ範囲とよぶ）とが記憶されているものとする。従って、判定
部１２２は、当該２つの範囲のうち、入力階調が含まれる範囲に応じた液晶パネルをメイ
ンパネルであると判定する。判定部１２２は、判定された液晶パネルを示す情報を選択情
報として、補正部１２５に出力する。
【００３５】
　分配部１２３は、画像出力装置２００から取得した入力信号をＦＰ１１１に出力するＦ
Ｐ信号とＲＰ１１２に出力するＲＰ信号とに分配する。この分配は、例えば、ＦＰ１１１
とＲＰ１１２の階調特性などに基づいて予め設定されたルックアップテーブルを用いて行
われる。分配部１２３は、ＦＰ信号とＲＰ信号とを補正部１２５に出力する。
【００３６】
　温度検出部１２４は、液晶パネル表面または内部の温度を、温度センサなどによりパネ
ル温度として検出する。温度検出部１２４は、本実施形態ではＦＰ１１１とＲＰ１１２と
で共通のパネル温度であるとするが、ＦＰ１１１とＲＰ１１２それぞれのパネル温度を検
出してもよい。また、温度検出部１２４は、光源温度や外気温度の検出値からパネル温度
を算出してしてもよい。温度検出部１２４は、検出したパネル温度の情報（温度情報）を
補正部１２５に出力する。
【００３７】
　補正部１２５は、選択情報と温度情報に基づいて、ＦＰ信号とＲＰ信号のいずれかの階
調値を後述する検量線を用いて補正する。具体的な補正方法については、下記にて詳細に
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説明する。補正部１２５は、補正された（または補正されていない）ＦＰ信号とＲＰ信号
をそれぞれＦＰ１１１、ＲＰ１１２に出力する。これにより、パネル温度変化に応じた表
示輝度や色の変化を補正した画像が表示部１１０に表示される。なお、メインパネルに入
力する信号を補正する理由は、ＦＰ範囲を補正する場合、補正に用いる検量線がメインパ
ネルであるＦＰ１１１の特性に依存する割合が高く、ＦＰ信号に対して補正をする方が正
確であるからであり、ＲＰ信号についても同様の理由である。また、１つの信号のみを補
正することで、ＦＰ信号とＲＰ信号との両方を補正するよりも作業量を削減することがで
きる。
【００３８】
［信号補正方法について］
　以下では、図５を用いて、パネル温度変化に応じて変化する表示画像の表示輝度・色を
補正するために補正部１２５が行う、分配部１２３において分配された信号に対する補正
処理を説明する。なお、以下のフローは、本実施形態では、入力信号の画素ごとに実施さ
れるものとするが、階調検出部１２１がブロックごとの階調値の平均値や階調値を取得し
ている場合にはブロックごとに実施されるものとする。つまり、階調検出部１２１が取得
する入力階調の単位ごとに実施されるものとする。
【００３９】
　Ｓ１００１において、補正部１２５は、分配部１２３からＦＰ信号およびＲＰ信号を取
得し、さらに、判定部１２２から選択情報を取得して、温度検出部１２４から温度情報を
取得する。
【００４０】
　Ｓ１００２において、補正部１２５は、ＦＰ信号とＲＰ信号とのうち、どちらの信号を
補正するかを決定する。具体的には、補正部１２５は、選択情報が示す液晶パネルに対応
する信号を補正することを決定する。つまり、補正部１２５は、入力階調が、ＦＰ範囲で
あるかＲＰ範囲であるかを判定している。ここで、ＦＰ信号に決定された場合、Ｓ１００
３に遷移して、ＲＰ信号に決定された場合、Ｓ１００４に遷移する。
【００４１】
　Ｓ１００３において、補正部１２５は、図６（Ｂ）に示すような、メモリ部１０２に記
憶してあるＦＰ１１１がメインパネルとして作動する階調値の範囲（ＦＰ範囲）に対応す
る検量線（一次式）を読み出す。ここで、この検量線は、本実施形態では、パネル温度に
応じた表示画像の分光スペクトルの強度を示している。なお、ここで図６（Ｂ）における
Ｘ，Ｙ，Ｚは三刺激値を示し、具体的には、Ｘは赤に相当し、Ｙは緑に相当し、Ｚは青に
相当する。なお、三刺激値による分光スペクトルに限らず、輝度・色度（Ｌｖ，Ｘ，Ｙ）
であってもよい。
【００４２】
　Ｓ１００４において、補正部１２５は、図６（Ａ）に示すような、メモリ部１０２に記
憶してあるＲＰ１１２がメインパネルとして作動する階調値の範囲（ＲＰ範囲）に対応す
る検量線を読み出す。このように、メモリ部１０２には、ＦＰ１１１の検量線とＲＰ１１
２の検量線との２つの検量線を記憶してあるものとする。なお、この検量線の生成方法に
ついては後述にて詳細に説明する。
【００４３】
　Ｓ１００５において、補正部１２５は、パネル温度変化によって生じた分光スペクトル
の強度の変化に対する補正量を、温度情報と検出線から算出する。具体的には、補正部１
２５は、基準温度からの分光スペクトルの変化量をＸ，Ｙ，Ｚそれぞれについて算出する
。例えば、パネル温度が３０℃であると検出され、ＦＰ信号を補正する場合について、図
７が示す検出線を用いると、補正部１２５は、Ｘの検量線において、３０℃でのＸ強度と
基準温度（２３℃）でのＸ強度との差を、補正量ΔＸとして算出することができる。
【００４４】
　Ｓ１００６において、補正部１２５は算出したＸ，Ｙ，Ｚそれぞれの補正量がそれぞれ
の許容範囲内である（所定の閾値以下である）かどうかを判定する。Ｘ，Ｙ，Ｚすべての
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補正量がそれぞれの許容範囲内であれば、処理工程は全て終了して、それ以外であればＳ
１００７に遷移する。
【００４５】
　Ｓ１００７において、補正部１２５は、許容範囲外と判定された分光スペクトルに対す
る補正をするために、検量線を生成する際の後述にて説明する設定輝度と補正量に基づき
、Ｓ１００２において選択された信号の階調値を任意の周知技術を用いて補正する。例え
ば、Ｘ，Ｙ，Ｚそれぞれの補正量の応じた、信号の階調値に加算すべき値（または減算、
乗算、除算すべき値）をメモリ部１０２に記憶させておく。なお、メモリ部１０２が信号
の階調値に加算すべき値を記憶せずに、例えば、測定部１３０が測定する分光スペクトル
が基準温度における分光スペクトルの値をとるまで信号の階調値を補正してもよい。補正
部１２５は、このような処理を行ったＦＰ信号とＲＰ信号とをそれぞれＦＰ１１１とＲＰ
１１２とに出力する。
【００４６】
［初期調整について］
　以下にて、工場出荷時などの初期調整時に行う、ＦＰ１１１がメインパネルである階調
値の範囲（ＦＰ範囲）とＲＰ１１２がメインパネルである階調値の範囲（ＲＰ範囲）の決
定、およびＦＰ範囲とＲＰ範囲のそれぞれに応じた検量線を生成する処理を説明する。以
下では、図８が示すフローチャートを用いて、この処理を説明する。
【００４７】
　Ｓ２００１において、ユーザは、初期調整時に測定すべき環境温度、測定すべき表示画
像の表示輝度（設定輝度）を設定部１０６に入力する。例えば、本実施形態では、ユーザ
は、測定すべき環境温度を１５℃、２３℃、３０℃の３つとして、設定輝度を１００ｃｄ
／ｍ２、３００ｃｄ／ｍ２、６００ｃｄ／ｍ２、１，０００ｃｄ／ｍ２の４つとして測定
条件情報を設定部１０６に入力（設定）する。ここで、設定輝度とは、パネル温度が基準
温度である場合における、表示画像の表示輝度を示しており、使用時に想定される輝度範
囲（例えば、０～１００，０００ｃｄ／ｍ２の数箇所など）において設定されればよい。
つまり、パネル温度が基準温度であれば設定輝度で表示画像が表示されるが、パネル温度
が基準温度以外であれば、そのパネル温度に応じて表示画像の表示輝度が設定輝度から変
わるような設定がされるのが、設定輝度である。なお、設定輝度は、上述のように表示画
像の表示輝度に限らず、光源１４０の輝度として設定されてもよい。つまり、複数の光源
１４０の輝度に対して、環境温度と入力階調とを変化させながら、測定が行われてもよい
。また、測定条件に応じた外部環境にするために、測定条件情報が光源部１４０に入力さ
れることで、光源部１４０は輝度調整を行う。さらに、冷却および加熱機能を有する外部
の温度調整部（不図示）が測定条件情報に基づいて環境温度を変更させる。なお、設定輝
度は本実施形態では４つ設定されているが、いずれか１つの設定輝度を用いて補正するこ
とが可能であるので、１つ設定されるのみでもよい。
【００４８】
　なお、温度調整部を用いずに、ユーザが冷暖房を制御して環境温度を変更させてもよい
。なお、光源部１４０から照射される光によって、時間が経過するごとに各液晶パネルの
温度が上昇することが考えるため、本実施形態では、エネルギー効率を高くすることがで
きる、環境温度の低い順、設定輝度の低い順に測定を行っていくものとする。つまり、本
実施形態では、Ｓ２００１においては、まず、設定輝度＝１００ｃｄ／ｍ２、環境温度＝
１５℃とされる。また、設定部１０６に入力された環境温度や設定輝度は、測定条件情報
としてメモリ部１０２に記憶されるものとする。
【００４９】
　Ｓ２００２において、測定部１３０は、表示画像の分光スペクトルを、液晶パネル前方
から、入力階調がとり得る階調値の範囲である０～１００％のそれぞれで測定する。なお
、測定部１３０は、入力階調を０～１００％の１％ずつ１０１段階において測定する必要
はなく、任意の段階数で測定してもよい。また、分光スペクトルの測定と同じ時点におい
て、温度検出部１２４はパネル温度を検出する。なお、環境温度とパネル温度とが同じ温
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度である、または所定の閾値以内の差異であると想定される場合には、パネル温度の検出
は必須ではない。次に、測定部１３０は、光源部１４０を制御して設定輝度を変更するよ
うに補正部１２５に指示を出す。そして、測定部１３０と温度検出部１２４とは、設定輝
度を３００ｃｄ／ｍ２、６００ｃｄ／ｍ２、１，０００ｃｄ／ｍ２というように、次々と
Ｓ２００１において設定された輝度に変更させながら、分光スペクトルとパネル温度を測
定する。なお、上述のように、設定輝度は、パネル温度が基準温度である状態における表
示画像の表示輝度であるため、例えば、設定輝度＝１００ｃｄ／ｍ２であり環境温度＝１
５℃であれば、測定される表示画像の表示輝度は１００ｃｄ／ｍ２よりも大きい値をとる
。
【００５０】
　Ｓ２００３において、測定部１３０は、設定輝度および入力階調に対応する、分光スペ
クトルをメモリ部１０２に出力する。温度検出部１２４は、分光スペクトル取得時のパネ
ル温度をメモリ部１０２に出力する。このような処理により、設定輝度および入力階調に
対応する、分光スペクトルとパネル温度とがメモリ部１０２に記憶される。
【００５１】
　Ｓ２００４において、測定部１３０は、メモリ部１０２に記憶された測定条件情報に基
づいて、Ｓ２００１において設定された全ての環境温度で分光スペクトルを測定したか否
かを判定する。全ての環境温度での測定が完了したと判定される場合はＳ２００６に遷移
して、それ以外の場合は、Ｓ２００５に遷移する。
【００５２】
　Ｓ２００５において、設定条件情報に含まれる環境温度のうち、測定が完了していない
環境温度に、温度調整部は変更する。そして、工程はＳ２００２に遷移する。つまり、設
定条件情報に含まれる全ての環境温度において分光スペクトルが測定されるまで、環境温
度を変更しながら、表示装置１０はＳ２００２～Ｓ２００５を繰り返し行う。なお、パネ
ル温度と分光スペクトルの強度とが線形的な相関を示す検量線を作成するために、少なく
とも２つの環境温度で測定する必要がある。
【００５３】
　Ｓ２００６において、判定部１２２は、メモリ部１０２から測定結果を読み出して、環
境温度と分光スペクトルとから、各液晶パネルがメインパネルとして作動する範囲を示す
ＦＰ範囲とＲＰ範囲とを決定（グルーピング）する。具体的な決定方法は、後述にて詳細
に説明する。また、判定部１２２は、決定したＦＰ範囲とＲＰ範囲とを示す情報をメモリ
部１０２に記憶する。
【００５４】
　Ｓ２００７において、補正部１２５は、図６（Ａ）、図６（Ｂ）に示すような、１つの
設定輝度における、パネル温度とＸ，Ｙ，Ｚに応じた分光スペクトルの強度を示す検量線
を作成（生成）する。なお、検量線は設定輝度ごとに作成してもよいし、使用する可能性
の高い設定輝度のみから検量線を作成してもよい。
【００５５】
　具体的には、例えば、ＲＰ範囲において、環境温度＝２３℃の際に、パネル温度＝２７
℃、Ｘの分光スペクトルの強度がαであり、環境温度＝３０℃の際に、パネル温度＝３２
℃、Ｘの分光スペクトルの強度がβである測定結果を用いた場合について説明する。まず
、上記の２つの測定結果に対して、横軸をパネル温度、縦軸を分光スペクトルの強度とし
て、当該２つの測定結果をプロットする。そして、プロットした２点を結ぶことで検量線
を作成することができる。つまり、図６（Ａ）が示すように、点３０１と点３０２を結ぶ
ことによって検量線を作成することができる。補正部１２５は、ＲＰ範囲とＦＰ範囲との
２つの検量線を作成して、メモリ部１０２に記憶する。ここで、図６（Ａ）は入力階調が
低いＲＰ範囲の検量線であり、図６（Ｂ）は入力階調が高いＦＰ範囲の検量線である。
【００５６】
　また、ＦＰ範囲とＲＰ範囲とでは検量線が全く異なることが分かる。特に、図６（Ａ）
と図６（Ｂ）との差において特徴的であるのは、Ｚの分光スペクトルの強度であり、ＲＰ
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範囲ではパネル温度の変化に応じて強度が変化するのに対して、ＦＰ範囲ではパネル温度
の変化による強度の変化が少ない。これは、ＦＰパネルとＲＰパネルとでパネル温度に応
じた分光スペクトルの変化が異なるためである。つまり、本実施形態では、補正部１２５
は、分光スペクトルの変化への影響が大きいメインパネルである液晶パネルに応じた検量
線によって、より正確な補正できるように、２つの検量線を生成している。
【００５７】
　このように、各液晶パネルがメインパネルとして作動する範囲に応じて、検量線を作成
することで、表示される画像の表示輝度に応じた変化をより高精度に補正することができ
る。さらには、Ｙ，Ｘ，Ｚのそれぞれに対する検量線を作成することで、画像の表示輝度
だけでなく、色の補正も行うことができる。
【００５８】
［ＦＰ範囲とＲＰ範囲の決定方法について］
　以下にて、上述のＳ２００６での処理に該当するＦＰ範囲とＲＰ範囲の決定方法（グル
ーピング方法）を図９（Ａ）と図９（Ｂ）を用いて説明する。具体的には、入力階調０～
１００％のそれぞれにおける、環境温度の変化に応じた分光スペクトルの強度の変化に基
づいて、ＦＰ範囲とＲＰ範囲とを決定する方法を説明する。つまり、環境温度の変化に応
じた分光スペクトルの強度の変化に基づいて、入力階調の変化に応じた透過率の変化が大
きい液晶パネルを決定することができる。図９（Ａ）、図９（Ｂ）は、基準温度（２３℃
）、高温（３０℃）、低温（１５℃）の三つの環境温度にて測定部１３０が測定したＸ，
Ｙ，Ｚの分光スペクトルを重ね書きしたものを示している。また、図９（Ａ）および図９
（Ｂ）は、縦軸は分光スペクトルの強度であり、横軸は測定波長範囲を示しており３５０
～８００ｎｍである。なお、図９（Ａ）は、入力階調が低階調である場合の分光スペクト
ルを示し、図９（Ｂ）は、入力階調が高階調である場合の分光スペクトルを示している。
この、図９（Ａ）、図９（Ｂ）が示すような分光スペクトルは、上述のＳ２００１～Ｓ２
００５の処理を行うことで取得可能である。
【００５９】
　例えば、図９（Ａ）が示すように、ＲＰ１１２である白黒液晶パネルがメインパネルと
して作動する低階調では、高温になると、Ｘ，Ｙ，Ｚのそれぞれの強度が変化（縦軸方向
の変化）する。具体的には、高温になると、Ｘ，Ｙ，Ｚの強度は同程度に減少する。一方
、図９（Ｂ）が示すようにＦＰ１１１であるカラー液晶パネルがメインパネルとして作動
する低階調では、Ｚのみ波長がシフト（横軸方向の変化）し、Ｘ，Ｙとは異なる変化をす
る。これは、メインパネルとして作動する液晶パネルにおける環境温度の変化に応じた分
光スペクトルの強度の変化が、表示装置１０全体における環境温度の変化に応じた分光ス
ペクトルの強度の変化に大きく影響するためである。
【００６０】
　従って、図９（Ａ）、図９（Ｂ）のように、環境温度が変化した場合、判定部１２２は
、収集した分光スペクトルＺのピーク波長（最大強度）が、強度の大きさの変化をするか
、波長の大きさの変化をするかにより、ＲＰ範囲とＲＰ範囲とを分けることができる。な
お、本実施形態では、環境温度の変化に応じた分光スペクトルの強度の変化としたが、パ
ネル温度の変化に応じた分光スペクトルの強度の変化でも同様に、ＲＰ範囲とＲＰ範囲と
を分けることができる。
【００６１】
　または、上述の方法とは異なる方法として、入力調値に対する各液晶パネルの表示画像
の表示輝度を測定部１３０が測定することより、ＦＰ１１１の階調輝度増加率とＲＰ１１
２の階調輝度増加率との大小関係によってＦＰ範囲とＲＰ範囲を求めることもできる。こ
れは、例えば、２つの液晶パネルのうち１つの液晶パネルの透過率を常に１００％に固定
して、他方の液晶パネルのみを入力階調に応じて透過率を変更させることで測定可能であ
る。ここで階調輝度増加率とは、各液晶パネルに対して所定（任意）の光量の光を照射し
た際の、階調値ｎの増加量に対する各液晶パネルにおける表示画像の表示輝度Ｌ（ｎ）の
増加量を示す。例えば、階調値がｎから１％増加する場合の階調輝度増加率は、下記の式
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１で表すことができる。ＦＰ１１１とＲＰ１１２における階調輝度増加率をこの式１で算
出して、大きい値を得ることのできる液晶パネルをメインパネルとすることができる。つ
まり、算出をする際に用いた階調値に対応する階調輝度増加率がＦＰ１１１の方が大きけ
れば、当該階調値はＦＰ範囲に含まれ、それ以外であればＲＰ範囲に含まれることが分か
る。なお、階調値の増加量は１％に限らず、２％やそれ以上の値であってもよい。なお、
表示画像の表示輝度を測定する際のパネル温度は、基準温度（２３℃）であることが望ま
しいが、それ以外の温度であってもよい。なお、表示画像の表示輝度でなく、各液晶パネ
ルの透過率であってもよい。
【数１】

【００６２】
　さらに、上述の方法と異なる方法として、分配部１２３が入力信号を各液晶パネルに分
配する割合を予め把握できている場合には、Ｘ，Ｙ，Ｚの積算値を取得するだけでもよい
。この方法は、例えば、入力階調が変化すると、分配部１２３が、低階調ではＲＰ１１２
へ出力するＲＰ信号のみ階調値を変化させ、高階調ではＦＰ１１１へ出力するＦＰ信号の
み階調値を変化する場合などに利用することができる。しかし、各液晶パネルの種類に応
じて、入力される信号の階調値の変化量に対する透過率の変化量が異なることも考えられ
るため、上述のように分光スペクトル測定をしてＦＰ範囲とＲＰ範囲とを決定する方が正
確であり好ましい。
【００６３】
　また、図４が示すような、パネル温度が基準温度である場合での、入力階調に対するＦ
Ｐ１１１の透過率とＲＰ１１２の透過率とを示す階調特性情報をメモリ部１０２が記憶し
ている場合には、階調特性情報に応じてＲＰ範囲とＦＰ範囲とが決定されてもよい。なお
、必ずしも、上述のようにＲＰ範囲とＦＰ範囲とを決定する必要はなく、例えば、ＲＰ範
囲とＦＰ範囲との境界となる階調値（閾値）を決定してもよい。この場合、例えば、上述
のＳ１００２では、判定部１２２は、入力階調が閾値＝２５％よりも大きければＦＰ範囲
に含まれる、閾値＝２５％以下であればＲＰ範囲であるというように判定すればよい。
【００６４】
［効果］
　以上のように、入力階調の変化に応じた透過率の変化が大きい方の液晶パネル（メイン
パネル）に入力される信号を補正することで、補正効果を大きくすることができる。また
、それぞれの液晶パネルがメインパネルとして作動する範囲に応じた検量線で補正するこ
とで、より高精度な画像の輝度や色補正が可能である。また、初期調整時に、例えば大量
のルックアップテーブルを作成する必要がないため、初期調整時の作業量や作業時間（調
整時間）を少なくすることができる。さらに、分配された信号のうち、１つの信号のみを
補正するため、２つの信号を補正するよりも補正作業を単純化（効率化）させることがで
きる。
【００６５】
（変形例１）
　実施形態１においては、ＦＰ１１１にＣＦ付き液晶パネル、ＲＰ１１２にＣＦなし液晶
パネルを用いる。しかし、ＦＰ１１１に濃いＣＦ（着色剤濃度が多い）、ＲＰ１１２に薄
いＣＦ（着色剤濃度が少ない）パネルを用いることもできるし、その逆の組合わせであっ
てもよい。
【００６６】
　また、上述に限らず、２枚の液晶パネルとして、駆動方式の異なるパネル（例えば、Ｉ
ＰＳ液晶とＶＡ液晶）の組合せでもよい。また、同じ駆動方式でも液晶材料自体やブレン
ド比の違うパネルの組合せ、ＣＦの分光特性が違う（ＲＧＢ着色剤分光特性の違いなど）
の組合せでもよい２枚の液晶パネルそれぞれが同じものを用いた場合でもよい。さらには
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、２枚の液晶パネルそれぞれのパネル温度差が大きいなどで、階調値の変化に応じた透過
率の変化がそれぞれ異なる場合にも適用可能である。なお、パネル温度の変化に応じた信
号の補正方法や表示装置の初期調整の方法は実施形態１と同様である。
【００６７】
（変形例２）
　実施形態１においては、表示装置の経年劣化に応じた各液晶パネルの透過率の変化を考
慮していなかったが、変形例２ではこれを考慮した表示画像の補正方法を説明する。
【００６８】
　まず、変形例２では、初期調整時に、実施形態１と同様に、設定輝度と環境温度ごとに
測定部１３０は分光スペクトルを測定する。ここで、測定部１３０は、分光スペクトルだ
けではなく表示画像の表示輝度も測定してメモリ部１０２に記憶しておく。そして、補正
部１２５は、図１０が示すような、設定輝度ごとの、パネル温度に対応する実際の表示画
像の表示輝度を示す検量線を作成する。
【００６９】
　次に、使用時（補正時）に、パネル温度が基準温度である場合には所定の設定輝度で表
示画像が表示される状態にして、温度検出部１２４がパネル温度を検出しながら、ＦＰ１
１１の前面から測定部１３０が表示画像の表示輝度を測定する。そして、補正部１２５は
、上述で作成した図１０が示す検量線から、設定輝度とパネル温度とに応じた初期調整時
の表示画像の表示輝度を算出して、使用時の測定した表示画像との差分（劣化度合い；ズ
レ度合）を算出する。
【００７０】
　この差分が所定の許容値よりも大きければ、当該差分の分だけ表示画像が明るく（暗く
）なるように、補正部１２５は、入力階調に応じたメインパネルに入力される信号の階調
値を補正する。なお、初期調整時と使用時の表示輝度の差分に応じて補正をするのではな
く、初期調整時と使用時のＸ，Ｙ，Ｚの分光スペクトルの差分に応じて補正が行われても
よい。また、算出した差分に応じて、補正部１２５は初期調整時の検量線自体を補正して
もよく、補正した検量線を用いて次回以降のパネル温度に応じた表示画像の表示輝度や色
の補正をしてもよい。
【００７１】
　上述のように表示装置は、表示部１１０（特にＲＰ１１２）や光源部１４０の経年変化
などによって表示画像の輝度や色が変化してしまう。従って、表示画像の輝度や色の変化
を測定部１３０で測定し、経年変化前の状態に戻るように補正部１２５で信号を補正する
ことで表示画像の表示輝度や色を補正（校正）することができる。
【００７２】
（変形例３）
　実施形態１においては、表示画像の表示輝度や色の補正を１つの液晶パネルに入力され
る信号に対して行う。しかし、１つの液晶パネルに対応した信号に対して補正を行う場合
、例えば、当該信号の階調値を１００％以上にする必要があり、必要な補正がしきれない
場合がある。そこで、このような場合は、補正部１２５は、２枚の液晶パネルに入力する
信号の両方の階調値を補正する。または、補正部１２５は、光源部１４０の輝度をあわせ
て変更をする。
【００７３】
　例えば、図４のような入力階調に対する各液晶パネルの透過率を示す場合において、入
力階調が２０％でありパネル温度が基準温度（２３℃）であれば、ＲＰ１１２の透過率が
８０％、ＦＰ１１１の透過率が８％であるとする。これに対して、長期使用によるパネル
温度の上昇で、ＲＰ１１２の透過率が６０％、ＦＰ１１１の透過率が５％に変化してしま
った場合、本来はメインパネルであるＲＰ１１２の透過率を、８０×８／５＝１２８％に
する必要がある。しかし、ＲＰ１１２の透過率は１００％が上限であるため、補正部１２
５は、ＲＰ１１２の透過率を６０％から１００％にして、ＦＰ１１１の透過率を５％から
５×１２８／１００＝６．４％にするように信号の補正を行うことで表示画像の補正を行
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う。
【００７４】
　本変形例によれば、実施形態１では補正することができなかった、本来補正すべき表示
画像の表示輝度・色の温度補正が適切に行うことができる。
【００７５】
＜実施形態２＞
　実施形態１に係る表示装置１０において、２枚の液晶パネルの入力階調の変化に対する
透過率変化の比率（階調－透過率特性；傾き）が近い範囲では、表示画像の表示輝度や色
を補正しきれない場合がある。具体的には、２枚の液晶パネルの入力階調の変化に対する
透過率変化の比率が近い範囲では、パネル温度変化と表示画像の表示輝度変化との相関の
線形性が悪いため、検量線を用いて正確に補正することが難しい。
【００７６】
　そこで、本実施形態では、２枚の液晶パネルの階調－透過率特性が近い範囲においては
、検量線を用いずに、各液晶パネルそれぞれのパネル温度変化に応じた透過率変化の特性
（温度特性）を考慮して表示画像の表示輝度や色を補正する表示装置２０を説明する。な
お、２枚の液晶パネルの入力階調の変化に対する透過率変化の比率（階調－透過率特性）
が近い範囲が全体的である場合の例は図１１（Ａ）、部分的である場合の例は図１１（Ｂ
）であり、矢印で示される範囲が階調－透過率特性が近い範囲である。本実施形態によれ
ば、２枚の液晶パネルの階調－透過率特性が近い範囲が全体的である場合と部分的である
場合とのどちらの場合でも、より正確に表示画像の表示輝度と色を補正することができる
。また、本実施形態に係る表示装置２０が有する機能部は、信号制御部２２０と測定部２
３０とが実施形態１の表示装置１０と異なる。従って、以下では信号制御部２２０と測定
部２３０について詳細に説明し、その他の機能部の説明は省略する。なお、本実施形態で
は、入力信号から分配される信号または入力信号を補正するため、表示部１１０は必須の
構成ではない。従って、必ずしも、表示装置が入力信号または入力信号から分配される信
号を補正する必要はなく、表示部１１０（表示装置）を制御するための制御装置がこれら
の信号を補正することでも本実施形態と同じ効果を得ることができる。
【００７７】
［信号制御部について］
　図１２は本実施形態に係る信号制御部２２０の内部構成図である。信号制御部２２０は
、階調検出部１２１、判定部２２２、分配部２２３、温度検出部２２４、補正部２２５を
備える。階調検出部１２１は実施形態１における、同名の機能部と同じ処理を行うため説
明は省略し、判定部２２２、分配部２２３、温度検出部２２４、補正部２２５について説
明する。
【００７８】
　判定部２２２は、実施形態１において決定するＦＰ範囲とＲＰ範囲に加えて、中間範囲
を決定する。この中間範囲とは、２枚の液晶パネルの階調－透過率特性が近い状態にある
階調値の範囲を示す。また、判定部２２２は、入力階調が中間範囲に含まれる場合は、入
力信号に対して補正をすることを示す情報を選択情報として、その他の場合は、実施形態
１と同様に含まれる範囲に対応する液晶パネルを示す情報を選択情報とする。判定部２２
２は、分配部２２３と補正部２２５に選択情報を出力する。なお、中間範囲の決定方法は
後述にて詳細に説明する。
【００７９】
　分配部２２３は、判定部２２２から取得する選択情報に応じて、分配する元の信号を、
入力信号と補正部２２５から入力される信号とのいずれかから決定する（切り替える）。
選択信号が入力信号に対して補正をすることを示す情報であれば、分配部２２３は、補正
部２２５から入力される信号を分配してＦＰ信号とＲＰ信号とを生成する。ここで、補正
部２２５から入力される信号に対するＦＰ信号とＲＰ信号との分配の割合は、実施形態１
における入力信号に対するＦＰ信号とＲＰ信号との分配の割合と同じである。一方、選択
信号がＦＰ１１１またはＲＰ１１２を示す情報である場合は、実施形態１と同様に入力信
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号を分配してＦＰ信号とＲＰ信号とを生成する。分配部２２３は、分配（生成）したＦＰ
信号とＲＰ信号とを補正部２２５に出力する。
【００８０】
　温度検出部２２４は、実施形態１と同様に液晶パネルの温度を検出する。なお、実施形
態１では、液晶パネルの温度を１箇所のみで検出したが、本実施形態では、ＦＰ１１１の
温度（ＦＰ温度）ｔ１とＲＰ１１２の温度（ＲＰ温度）ｔ２とを検出する場合について説
明する。温度検出部２２４は、検出した温度を温度情報として補正部２２５に出力する。
【００８１】
　補正部２２５は、判定部２２２から取得する選択情報に応じて、入力信号とＦＰ信号と
ＲＰ信号とのいずれかから補正する信号を決定する。
【００８２】
　選択情報が入力信号に対して補正をすることを示す情報であれば、補正部２２５は、入
力信号に対して階調値の補正を行う。補正部２２５は、補正した入力信号を分配部２２３
に出力する。その後、補正部２２５に対して、ＦＰ信号とＲＰ信号とが分配部２２３から
入力されるので、この入力された信号に対しては何も処理を行わずに、ＦＰ信号とＲＰ信
号とをそれぞれＦＰ１１１とＲＰ１１２に出力する。なお、入力信号に対する補正の方法
は後述にて詳細に説明する。
【００８３】
　一方、選択情報がＦＰ１１１またはＲＰ１１２を示す情報であれば、補正部２２５は実
施形態１と同様の処理を行う、具体的には、分配部２２３から入力されるＦＰ信号とＲＰ
信号とのうち選択情報が示す液晶パネルに対応する信号に対して補正を行う。そして、補
正部２２５は、ＦＰ信号とＲＰ信号とをそれぞれＦＰ１１１とＲＰ１１２に出力する。な
お、ＦＰ信号およびＲＰ信号に対する補正方法は実施形態１と同様であるため説明は省略
する。
【００８４】
［信号補正方法について］
　以下では、図１３が示すフローチャートを用いて、入力信号の補正処理および本実施形
態における表示部１１０に入力するＦＰ信号とＲＰ信号とを生成する処理を説明する。な
お、本フローチャートにおける初期状態は、判定部２２２が階調検出部１２１から入力階
調を取得した状態である。なお、以下のフローは、本実施形態では、入力信号の画素ごと
に実施されるものとするが、階調検出部１２１がブロックごとの階調値の平均値や階調値
を取得している場合にはブロックごとに実施されるものとする。つまり、階調検出部１２
１が取得する入力階調の単位ごとに実施されるものとする。
【００８５】
　Ｓ３００１において、判定部２２２は、中間範囲とＦＰ範囲とＲＰ範囲とのうちいずれ
に入力階調が含まれるのか否かを判定する。なお、中間範囲とＦＰ範囲とＲＰ範囲を示す
情報は、メモリ部１０２に記憶されているものとする。判定した結果、入力階調がＦＰ範
囲またはＲＰ範囲に含まれる場合は、Ｓ３００２に遷移して、入力階調が中間範囲に含ま
れる場合は、Ｓ３００４に遷移する。
【００８６】
　Ｓ３００２において、判定部２２２は、判定（選択）したＦＰ１１１またはＲＰ１１２
を示す情報を選択情報として分配部２２３と補正部２２５に出力する。つまり、判定部２
２２は、選択情報によって、分配部２２３と補正部２２５に対して、実施形態１のＳ１０
０１～Ｓ１００７の処理と同様にＦＰ信号またはＲＰ信号を補正することを指示している
。
【００８７】
　Ｓ３００３において、分配部２２３は入力信号をＦＰ信号とＲＰ信号とに分配して、補
正部２２５に出力する。補正部２２５は、実施形態１にて図５を用いて説明したフローチ
ャートのＳＴＡＲＴからＥＮＤまでの処理（Ｓ１００１～Ｓ１００７）を行う。
【００８８】
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　Ｓ３００４において、判定部２２２は、入力信号に対して補正をすることを示す情報を
選択情報として分配部２２３と補正部２２５に出力する。つまり、判定部２２２は、選択
情報によって、分配部２２３と補正部２２５に対して、入力信号を補正することを指示し
ている。
【００８９】
　Ｓ３００５において、補正部２２５は、入力信号に対して階調値の補正を行うために必
要である、パネル温度変化に応じた、２枚の液晶パネルの合計の透過率変化を算出（導出
）する。２枚の液晶パネルの合計の透過率変化の算出方法については後述にて詳細に説明
する。
【００９０】
　Ｓ３００６において、補正部２２５は、算出した２枚の液晶パネルの合計の透過率変化
に対応する量だけ、入力階調（入力信号の階調値）を補正する。例えば、２枚の液晶パネ
ルの合計の透過率と入力階調とが比例するまたは比例に近い関係にあり、２枚の液晶パネ
ルの合計の透過率変化＝１０％であれば、補正部２２５は、１０％／（１００％＋１０％
）＝９％だけ入力階調を減少させればよい。補正部２２５は、補正した入力信号を分配部
２２３に出力する。なお、２枚の液晶パネルの合計の透過率変化が所定の範囲内（閾値以
下）の場合にのみ、補正部２２５が入力信号に対する補正を行うとしてもよい。
【００９１】
　Ｓ３００７において、分配部２２３は、補正された入力信号をＦＰ信号とＲＰ信号とに
分配して、補正部２２５に出力する。補正部２２５は、入力されたＦＰ信号とＲＰ信号と
をそれぞれＦＰ１１１とＲＰ１１２とに出力する。
【００９２】
　このように、２枚の液晶パネルの階調－透過率特性が近い階調値の範囲には、２枚の液
晶パネルの合計の透過率変化に応じて入力信号の階調値を補正する。この補正によれば、
当該範囲では正確性が低い検量線を用いた実施形態１のような補正よりも、２枚の液晶パ
ネルの合計の透過率を考慮することで、正確に表示画像の表示輝度や色を補正を実現する
ことができる。また、入力信号に対して補正を行うために、１つの液晶パネルに入力され
る信号に対する補正のように、表示画像の表示輝度や色の補正が十分にできないというこ
とが生じにくい。
【００９３】
［２枚の液晶パネルの合計透過率変化の算出方法について］
　以下にて、パネル温度変化に応じた、２枚の液晶パネルの合計の透過率変化を算出する
方法を説明する。図１４（Ａ）が示すような、入力階調に対する各液晶パネルの透過率を
、各液晶パネルのパネル温度ごとに示す温度特性情報を用いる。なお、この温度特性情報
は、工場出荷時などの初期調整時に予め作成しておき、メモリ部１０２に記憶させている
ものとする。また、図１４（Ａ）では例示的に入力階調が０％、２０％、４０％、６０％
、８０％、１００％の６段階における各液晶パネルの透過率を示しているが、これよりも
多い段階数で透過率を測定して温度特性情報とすることが望ましい。なお、図１４（Ａ）
が示すように、基準温度と基準温度よりも高い温度と基準温度よりも低い温度との３つ以
上のパネル温度での、入力階調に対する各液晶パネルの透過率を有していることが望まし
い。
【００９４】
　また、２枚の液晶パネルの合計の透過率は、ＦＰ１１１の透過率とＲＰ１１２の透過率
の積で決まるものとして説明する。従って、表示画像の表示輝度は、光源部１４０から照
射される光量（光源部１４０の輝度）と２枚の液晶パネルの合計の透過率との積で決定で
きるものとする。なお、２枚の液晶パネルの合計の透過率は、それぞれ液晶パネルの透過
率の積以外の他の構成による透過率変化の影響を考慮してもよいが、説明のわかりやすさ
を重視するため、本実施形態では記載しない。
【００９５】
　この温度特性情報に基づいて、補正部２２５は、ある入力階調における、ＦＰ温度ｔ１
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に対応するＦＰ１１１の透過率（ＦＰ透過率（ｔ１））とＲＰ温度ｔ２に対応するＲＰ１
１２の透過率（ＲＰ透過率（ｔ２））を決定する。そして、補正部２２５は、以下の式２
のように、ＦＰ透過率（ｔ１）とＲＰ透過率（ｔ２）を乗算することで、現在（パネル温
度測定時）の２枚の液晶パネル合計の透過率（合計透過率（ｔ１℃＿ｔ２℃））を決定す
る。
【数２】

【００９６】
　次に、補正部２２５は、同じ入力階調における、基準温度（２３℃）に対応するＦＰ１
１１の透過率（ＦＰ透過率（２３℃））と基準温度（２３℃）に対応するＲＰ１１２の透
過率（ＲＰ透過率（２３℃））を決定する。そして、補正部２２５は、以下の式３のよう
に、ＦＰ透過率（２３℃）とＲＰ透過率（２３℃）を乗算することで、基準温度（２３℃
）での２枚の液晶パネル合計の透過率（合計透過率（２３℃＿２３℃））を決定する。

【数３】

【００９７】
　そして、補正部２２５は、算出した合計透過率（ｔ１℃＿ｔ２℃）と合計透過率（２３
℃＿２３℃）とに基づいて、下記の式４のように、パネル温度変化に応じた、２枚の液晶
パネルの合計の透過率変化を算出する。つまり、２枚の液晶パネルの合計の透過率変化は
合計透過率（２３℃＿２３℃）に対する、合計透過率（ｔ１℃＿ｔ２℃）から合計透過率
（２３℃＿２３℃）を減算した値の比率である。なお、入力信号の補正の際に、補正部２
２５が２枚の液晶パネルの合計の透過率変化を算出する必要はなく、工場出荷時などの初
期調整時に事前に補正部２２５が算出しておき、メモリ部１０２に記憶させておいてもよ
い。
【数４】

【００９８】
　具体的な例として、入力階調＝４０％において、ＦＰ温度ｔ１＝２３℃、ＲＰ温度ｔ２
＝３０℃の状態の、２枚の液晶パネルの合計の透過率変化を算出する方法を説明する。ま
ず、補正部２２５は、図１４（Ａ）より、入力階調＝４０％において、ＦＰ透過率（２３
℃）＝５２％、ＲＰ透過率（３０℃）＝７５％であると決定する。次に、式２を適用させ
ることにより、補正部２２５は、下記の式５のように合計透過率（２３℃＿３０℃）を算
出することができる。
【数５】

【００９９】
　次に、補正部２２５は、入力階調＝４０％および基準温度（２３℃）における、２枚の
液晶パネルの合計の透過率変化を算出する。まず、図１４（Ａ）より、入力階調＝４０％
において、補正部２２５は、ＦＰ透過率（２３℃）＝５２％、ＲＰ透過率（２３℃）＝８
０％と決定する。そして、補正部２２５は、式３にこれらを適用することにより、下記の
式６のように合計透過率（２３℃＿２３℃）を算出することができる。
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【数６】

【０１００】
　そして、最後に、式４に合計透過率（２３℃＿３０℃）と合計透過率（２３℃＿２３℃
）とを適用させることで、補正部２２５はパネル温度変化に応じた、２枚の液晶パネルの
合計の透過率変化を下記の式７のように算出する。

【数７】

【０１０１】
　なお、温度検出部２２４が、ＦＰ温度ｔ１とＲＰ温度ｔ２とをそれぞれ検出せず、実施
形態１と同様に、１つのパネル温度を用いて補正する場合には、図１４（Ｂ）や図１４（
Ｃ）のような温度特性情報を事前に作成してメモリ部１０２に記憶しておくとよい。図１
４（Ｂ）は、パネル温度が基準温度（２３℃）および３０℃における、入力階調に対する
２枚の液晶パネルの合計の透過率と、パネル温度が２３℃から３０℃に変化した際の入力
階調に対する２枚の液晶パネルの合計の透過率変化との対応を示す。この温度特性情報は
、上述の式４～式６を用いることで、求めることができる。この温度特性情報を事前に作
成しておけば、入力信号を補正する際に、補正部２２５が合計透過率変化を算出する作業
を短縮することができる。なお、図１４（Ｃ）も図１４（Ｂ）と同様に、パネル温度が２
３℃から１５℃に変化する場合を示している。
【０１０２】
　この方法によれば、合計透過率変化を正確（精度高く）に算出することができる。また
、上述の方法は、三刺激値のＸＹＺを用いると、液晶パネルの温度変化に応じた表示輝度
の変化だけでなく、表示画像の色の変化の算出（導出）方法としても用いることができる
。
【０１０３】
［初期調整について］
　以下にて、図１４（Ａ）が示すような、入力階調に対する各液晶パネルの透過率を各液
晶パネルのパネル温度ごとに示す温度特性情報を事前に作成する初期調整の処理を図１５
のフローチャートを用いて説明する。また、階調値の中間範囲を決定する処理についても
あわせて説明する。
【０１０４】
　Ｓ４００１において、ユーザは、初期調整時に測定すべき液晶パネルの温度、測定すべ
き光源部１４０の輝度を設定部１０６に入力する。例えば、ユーザは、測定すべき液晶パ
ネルの温度（設定温度）を１５℃、２３℃、３０℃の３つとして、光源部１４０の輝度を
１００ｃｄ／ｍ２、３００ｃｄ／ｍ２、６００ｃｄ／ｍ２、１，０００ｃｄ／ｍ２の４つ
として測定条件情報を設定部１０６に入力する。また、測定条件情報に応じた外部環境に
するために、測定条件情報が光源部１４０に入力されることで、光源部１４０は輝度調整
を行う。さらに、外部の冷却および加熱機能を有する温度調整部（不図示）が測定条件情
報に基づいて環境温度を変更することで液晶パネルの温度を変更する。なお、光源部１４
０からの光によって、時間が経過するごとに各液晶パネルの温度が上昇することが考える
ため、本実施形態では、エネルギー効率を高くすることができる、設定温度の低い順、光
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源部１４０の輝度の低い順に測定を行っていくものとする。例えば、本実施形態では、設
定温度＝１５℃、光源部１４０の輝度＝１００ｃｄ／ｍ２が最初に適用される。なお、設
定温度は、複数あることが必須であるが、測定すべき光源部１４０の輝度は、例えば１，
０００ｃｄ／ｍ２の１つであってもよい。なお、設定部１０６に入力された設定温度や光
源１４０の輝度は、測定条件情報としてメモリ部１０２に記憶されるものとする。
【０１０５】
　Ｓ４００２において、測定部２３０は、入力階調０～１００％のそれぞれについて、表
示画像の表示輝度を測定する。ここで、測定部２３０が、入力階調をより細かい段階で測
定するほど正確に補正することができる温度特性情報が生成できるが、０～１００％の１
％ごとの１０１段階ある必要はなく任意の段階数でよい。ここで、ＦＰ１１１は入力階調
やパネル温度に応じて透過率が変化するようにしておき、ＲＰ１１２は常に１００％の透
過率に固定しておく。また、表示輝度の測定と同じ時点で、温度検出部２２４はＦＰ温度
ｔ１を検出し、設定温度とＦＰ温度ｔ１とが異なれば、温度調整部はＦＰ温度ｔ１が設定
温度と同じ値ととるまで環境温度を調整する。なお、環境温度を調整した場合は、測定部
２３０は、再度、表示画像の表示輝度を測定し、調整前の測定結果は破棄する。また、測
定部２３０は、光源部１４０の輝度を測定条件情報に含まれる輝度に次々と変更させて、
表示画像の表示輝度を測定する。
【０１０６】
　Ｓ４００３において、測定部２３０は、Ｓ４００２と同様に、入力階調が０～１００％
のそれぞれについて、表示画像の表示輝度を測定する。ここでは、ＲＰ１１２は入力階調
やパネル温度に応じて透過率が変化するようにしておき、ＦＰ１１１は常に１００％の透
過率に固定しておく。なお、表示輝度の測定と同じ時点で、温度検出部２２４はＲＰ温度
ｔ２を検出し、設定温度とＲＰ温度ｔ２とが異なれば、温度調整部はＲＰ温度ｔ２が設定
温度と同じ値ととるまで環境温度を調整する。環境温度を調整した場合は、測定部２３０
は、再度、表示画像の表示輝度を測定し、調整前の測定結果は破棄する。また、測定部２
３０は、光源部１４０の輝度を測定条件情報に含まれる輝度に次々と変更させて、表示画
像の表示輝度を測定する。
【０１０７】
　Ｓ４００４において、測定部２３０は測定結果を補正部２２５に出力する。補正部２２
５は、測定結果から、測定時の各液晶パネルの透過率を決定する。具体的には、補正部２
２５は、１００％の透過率に固定していない方の液晶パネルの透過率を、測定時の表示画
像の表示輝度を測定時の光源部１４０の輝度で除算することで決定できる。例えば、ＦＰ
１１１の透過率を１００％に固定しており、測定時の表示画像の表示輝度＝３００ｃｄ／
ｍ２、光源部１４０の輝度＝５００ｃｄ／ｍ２であれば、ＲＰ１１２の透過率＝３００／
５００＝６０％と決定できる。この補正部２２５は、この処理を測定された全ての結果に
対して行う。
【０１０８】
　なお、Ｓ４００２およびＳ４００３において、１つの液晶パネルの透過率を常に１００
％に固定したがこれに限られない。具体的には、１つの液晶パネルの透過率を常に一定の
透過率に固定させておいて、Ｓ４００５において上述の方法で算出した他方のパネルの透
過率の決定結果からこの一定の透過率を除算すればよい。例えば、ＦＰ１１１の透過率を
常に２０％に固定しており、測定時の表示画像の表示輝度＝１００ｃｄ／ｍ２、光源部１
４０の輝度＝１，０００ｃｄ／ｍ２であれば、ＲＰ１１２の透過率＝（１００／１，００
０）／０．２＝５０％と決定できる。
【０１０９】
　Ｓ４００５において、補正部２２５は、Ｓ４００４において決定した液晶パネルの透過
率を入力階調とパネル温度とに紐付けてメモリ部１０２に記憶することで、図１４（Ａ）
の示すような温度特性情報を生成していくことができる。
【０１１０】
　Ｓ４００６において、測定部２３０は、全ての設定温度において表示画像の表示輝度が
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測定されていない場合（温度特性情報が完成していない場合）には、Ｓ４００７に遷移し
て、全ての設定温度において測定が完了している場合にはＳ４００８に遷移する。
【０１１１】
　Ｓ４００７において、設定条件情報に含まれる温度のうち、測定が完了していない設定
温度に温度調整部は変更する。そして、工程はＳ４００２に遷移する。つまり、温度特性
情報を作成するために必要な測定が完了するまで、液晶パネルの温度を変更しながら、表
示装置２０はＳ４００２～Ｓ４００７を繰り返し行う。
【０１１２】
　Ｓ４００８において、判定部２２２は温度特性情報に基づいて中間範囲を決定する。判
定部２２２は、まず、基準温度（２３℃）における、２枚の液晶パネルの階調－透過率特
性を求める。具体的には、入力階調Ｎｕｍ１におけるＦＰ１１１の透過率Ｔ＿Ｎｕｍ１と
、入力階調Ｎｕｍ２（Ｎｕｍ２＞Ｎｕｍ１）におけるＦＰ１１１の透過率Ｔ＿Ｎｕｍ２を
階調特性情報から読み出す。次に判定部２２２は、透過率Ｔ＿Ｎｕｍ２と透過率Ｔ＿Ｎｕ
ｍ１の差分から、階調値Ｎｕｍ２と階調値Ｎｕｍ１との差分を除算することで、階調－透
過率特性を求める。判定部２２２は、ＲＰ１１２についても同様に階調－透過率特性を求
める。
【０１１３】
　そして、判定部２２２は、ＦＰ１１１の階調－透過率特性とＲＰ１１２の階調－透過率
特性との差分が所定の閾値以下であるか否かを判定する。判定部２２２は、当該差分が所
定の閾値以下であれば階調値Ｎｕｍ１～Ｎｕｍ２の範囲は中間範囲であると判定し、当該
差分が所定の閾値より大きければ、階調値Ｎｕｍ１～Ｎｕｍ２の範囲は中間範囲でないと
判定する。判定部２２２は、これを０～１００％の全ての階調値の範囲について実施する
。また、中間範囲でないと判定された階調値に対しては、Ｓ２００６の処理が実施されて
、ＦＰ範囲かＲＰ範囲かのいずれに含まれるのか判定されればよい。なお、階調値Ｎｕｍ
１と階調値Ｎｕｍ２との差分は、少ないほど正確に中間領域を決定できるが、任意の値で
あってよい。また、ＦＰ１１１の階調－透過率特性とＲＰ１１２の階調－透過率特性との
差分が所定の閾値以下であるか否かで中間範囲を判定したが、ＦＰ１１１の階調－透過率
特性に対するＲＰ１１２の階調－透過率特性の比率が所定の範囲にあるか否かで判定され
てもよい。なお、事前に図４に示すような、基準温度（２３℃）における、２枚の液晶パ
ネルの階調特性情報をメモリ部１０２が記憶している場合は、Ｓ４００１の処理の前にＳ
４００８の処理が行われてもよい。また、その場合は、Ｓ４００２からＳ４００７におい
て、Ｓ４００８の処理で中間範囲であると判定された階調値に対してのみ、表示画像の表
示輝度の測定や透過率の決定が行われてもよい。
【０１１４】
　このようなフローに従った処理が行われることにより、温度特性情報を作成することが
できる。このように２枚の液晶パネルそれぞれについて、入力階調やパネル温度に応じた
透過率の情報を含む温度特性情報を生成することで、使用時の補正がより高精度に実現す
ることができる。
【０１１５】
［効果］
　このように、２枚の液晶パネルの階調－透過率特性が近い範囲（差分が所定の閾値以下
の範囲）がある場合は、２枚の液晶パネルの透過率変化に応じて入力信号の補正を行う。
この補正によれば、当該範囲では正確性が低い検量線を用いた実施形態１のような補正よ
りも、２枚の液晶パネルの合計の透過率を考慮することで、正確に表示画像の表示輝度や
色を補正を実現することができる。また、液晶パネルの機器制御でなく信号自体を補正す
るため、機器自体に対する補正が可能な特別仕様の液晶パネルでない汎用の液晶パネルに
対しても、パネル温度変化に応じた表示画像の表示輝度や色の補正が可能である。そのた
め、表示装置１０の製造コストダウンにもつながる。
【０１１６】
（変形例４）
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　実施形態２においては、液晶パネルの温度変化に応じた２枚の液晶パネルの合計の透過
率変化を用いて、入力信号の補正を行った。変形例４では、液晶パネルの温度変化を決定
せずに、基準温度（２３℃）における２枚の液晶パネルの合計の透過率と、液晶パネルの
温度変化後における２枚の液晶パネルの合計の透過率とから入力信号を補正する方法を説
明する。なお、簡単のために、ＦＰ１１１とＲＰ１１２とのパネルの温度は同じであると
して、以下では、パネル温度と表現して説明する。また、実施形態２とは、入力信号の補
正の方法のみが異なるため、当該補正の処理に該当する図１３におけるＳ３００５とＳ３
００６のみを説明して、その他は省略する。
【０１１７】
　Ｓ３００５において、補正部２２５は、図１４（Ｂ）と図１４（Ｃ）に示すような温度
特性情報を生成する。生成方法は実施形態２において説明した通りである。なお、この温
度特性情報は、工場出荷時などの初期調整時に事前に生成しておくとよい。
【０１１８】
　Ｓ３００６において、補正部２２５は、基準温度（２３℃）である場合における、入力
階調に対する２枚の液晶パネルの合計の透過率を、図１４（Ｂ）または図１４（Ｃ）から
決定する。補正部２２５は、決定した合計の透過率に対応する、測定したパネル温度にお
ける入力階調を、補正すべき入力階調（補正階調値）として決定する。そして、補正部２
２５は、入力階調を補正階調値にする補正をする。補正された入力階調は、分配部２２３
に出力される。
【０１１９】
　具体的には、例えば、入力階調が８０％であり、パネル温度が１５℃であるとする。す
ると、基準温度（２３℃）である場合の、入力階調＝８０％に対する２枚の液晶パネルの
合計の透過率は、図１４（Ｃ）より７８％である。そして、補正部２２５は、決定した透
過率＝７８％に対応する、パネル温度＝１５℃における入力階調は約６０％であることか
ら、６０％を補正すべき入力階調（補正階調値）として決定する。そして、補正部２２５
は、入力階調を６０％に補正する。
【０１２０】
　変形例４によれば、実施形態２と同じ効果を得ることができる。また、温度特性情報を
事前に生成していれば、実施形態２よりも容易に入力信号の補正を行うことができる。
【０１２１】
（変形例５）
　実施形態２においては、入力階調が中間範囲に含まれる場合にのみ２つの液晶パネルの
合計の透過率変化に応じて、入力信号の階調値を補正する。変形例５では、中間範囲以外
の範囲、つまり、ＦＰ範囲とＲＰ範囲においても２つの液晶パネルの合計の透過率変化に
応じて、入力信号の階調値を補正する。具体的には、図１３が示すＳ３００１の処理を行
わずに、Ｓ３００４に遷移すればよい。つまり、パネル温度変化に応じた表示画像の表示
輝度と色を補正する処理は、Ｓ３００４～Ｓ３００７のみを実施すればよい。変形例４に
よれば、実施形態２よりも構成を簡易にすることが可能である。
【０１２２】
　なお、上記の各実施形態や各変形例の各機能部は、個別のハードウェアであってもよい
し、そうでなくてもよい。２つ以上の機能部の機能が、共通のハードウェアによって実現
されてもよい。１つの機能部の複数の機能のそれぞれが、個別のハードウェアによって実
現されてもよい。１つの機能部の２つ以上の機能が、共通のハードウェアによって実現さ
れてもよい。また、各機能部は、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、ＤＳＰなどのハードウェアによっ
て実現されてもよいし、そうでなくてもよい。例えば、装置が、プロセッサと、制御プロ
グラムが格納されたメモリ（記憶媒体）とを有していてもよい。そして、装置が有する少
なくとも一部の機能部の機能が、プロセッサがメモリから制御プログラムを読み出して実
行することにより実現されてもよい。
【０１２３】
（その他の実施形態）
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　本発明は、上記の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。また
、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【符号の説明】
【０１２４】
１０　　　：表示装置
１１０　　：表示部
１１１　　：ＦＰ
１１２　　：ＲＰ
１２０　　：信号制御部
１２２　　：判定部
１２３　　：分配部
１２４　　：温度検出部
１２５　　：補正部
 

【図１】 【図２】
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